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二部梁山泊と森のようちえん「michikusa」がコラボし、秋祭りを開催（昨年度）



子どもたちと地域の未来のために種をまく

～二
に

部
ぶ

梁
りょう

山
ざん

泊
ぱく

～
いろいろなアイデアを出しながら、伯耆町二部地区の活性化のために活動する「二部梁山泊」。

地域のためにがんばるお父さんたちの活動について、代表の梶間晋二郎さんにお話を伺いました。

立ち上がるお父さんたち
　「二部梁山泊」は、伯耆町立二部小学校の PTA活
動を発端に保護者の有志が集まり、平成２３年７
月に結成されました。
　もともとのきっかけは小学校の統廃合問題。合併
によって、この地域に子どもたちの声が聞こえなく
なってしまうのでは・・・という危機感がありま
した。合併は行われませんでしたが、自分たちの地
域について真剣に考えるようになったといいます。
「過疎の問題が一番大きかったですね」と話す梶間
さん。「二部で生まれ育った子どもたちが都会に出
ていくのは仕方がない。けれど、二部で育ったとい
うことに誇りを持ってほしくて。そうすれば、いつ
かまた帰ってきて、地元を盛り上げてくれるんじゃ
ないかっていう思いもあって。子どもたちを巻き込
んだイベントを企画し父親である自分たちも楽し
む、本当にやりたいことをやろう！と思ったんで
す」と。

子どもたちが楽しい！と思う活動を
　時には、子どもたちが考えた企画を実現したこと
も。小学校の学習発表会で二部地区が取り上げられた
とき、梶間さんたちと子どもたちで「これからの二部
地区」について討論会をしました。そのとき子どもた
ちから出た「地元特産品のシイタケを使った料理を作
りたい」「二部地区のよさが伝わる写真コンテストを
してみたい」という意見をもとに、実際にシイタケ餃
子を作って食べたり、小学校と連携して写真コンテ
ストを実施したりしました。子どもたちの発想を大事
にして、その実現にむけて大人が一緒に取り組む活
動は、二部地区の活性化にもつながっています。
　10月にはハロウィン、２月には節分イベントなど、
季節に合わせた楽しい行事
が催されます。「大人の自
分たちが一番楽しんでいる
かもしれません」と梶間さ
んは笑顔で話します。

伯耆町立二部公民館長の田
た

村
むら

茂
しげ

樹
き

さんと
二
に

部
ぶ

梁
りょう

山
ざん

泊
ぱく

代表の梶
かじ

間
ま

晋
しん

二
じ

郞
ろう

さん（写真右）
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　ハロウィンに向けて観賞用カボチャの苗を公民
館が手配し、活動に賛同してくださる地域の方に
配って育ててもらいます。大きく育ったカボチャを
子どもたちと一緒にくり抜き、ハロウィンのおば
けカボチャとして地区内に飾ります。カルタとり大
会で使うカルタは、子どもたちと二部地区のまち
歩きをして作ったもの。みんなで地区のいいところ
を探して写真を撮り、地図上に写真を並べていく
作業をとおして、地区の良さを再確認できたそう
です。節分は、メンバーが奇抜なメークをして鬼に
なりきり、子どものいる家を突撃訪問して子ども
たちを驚かせます。その他、地域の祭り「たたらま
つり」にも毎年出店して盛り上がります。

他の団体ともコラボ
　「活動をする上で地区内の人との出会いがあるこ
とも魅力」と話す梶間さん。地元の食材で特産品を
作る「つくしの会」や、自然の中で保育を行う森の
ようちえん「michikusa」と一緒に活動をすること
もあります。
　これまで、「つくしの会」に協力してもらい、２
月の節分イベントでどれだけ長い恵方巻ができる
かチャレンジしたり、「michikusa」が主催する秋
祭りや園の行事に参加し、保護者に二部地区につ
いて紹介してきました。ハロウィンのイベントも毎
年一緒に開催しています。「米子市など地区外から
来られる保護者も多く、二部地区をすごく気に入っ
てくださる方もいてとてもうれしいです」と話す梶
間さん。さまざまな団体とコラボすることで活動の
幅が広がっています。

どれだけ長い恵方巻が
できるかチャレンジ！

観賞用カボチャの苗。
スクスクと生長中（取
材時の６月）

みんなで巨大カボ
チャをくり抜きます

カ
ボ
チ
ャ
は
夜
に
点
灯
さ
れ
、

カ
ボ
チ
ャ
は
夜
に
点
灯
さ
れ
、

二
部
地
区
内
に
飾
ら
れ
ま
す

二
部
地
区
内
に
飾
ら
れ
ま
す

二部の魅力がいっ

ぱいつまった手作

りカルタ

節分イベントで鬼が子ど
ものいる家を突撃訪問！

02



　二部梁山泊は、公民館祭や生涯学習事業、ハロウィンイベント等の世代間交流事業へ
積極的に参加され、地域では欠かすことのできない組織です。
　この活動が長く引き継がれ、公民館も一緒に地域づくりに取り組んでいけたら良いとおもい
ます。

二部公民館長　田村茂樹さん

連 絡 先 二部梁山泊 フェイスブックはこちら
https://www.facebook.com/niburyouzanpaku/

地域の方の協力があるからこそ
　「公民館や小学校、michikusa、つくしの会など、
地域の方の協力のおかげでとても活動がしやすい
です。地域の皆さんに本当に感謝しています」と梶
間さん。しかし、活動を始めたころは若い人と年配
の人で意見が違い、時にはぶつかりあったことも。
「最終的には、二部地区をよくしたいという気持ち
は一緒だということに気づいて。自分自身も年を重
ね、年配の方の意見にも柔軟に対応できるように
なりました」と続けます。
　地域の方の協力も得ながら、子どもたちのため
に地域の未来を考える「二部梁山泊」。活動をとお
してメンバーと子どもたちが、名前で呼び合う仲
になったことも大きな喜びとなっています。この活
動がこれからも続き、子どもたちの心に「ふるさと
二部」がずっと残ることを願います。

　"大人が全力で楽しむ " それが二
部梁山泊さんの一番の魅力だと感
じています。そんな大人たちの背中を
michikusaの子どもたちもいつも見せて
もらっています。これからも一緒に楽し
いことをたくさん出来れば嬉しいです。

森のようちえん「michikusa」さんから、 森のようちえん「michikusa」さんから、 

二部梁山泊へのメッセージ二部梁山泊へのメッセージ

michikusaさんとのコラボでイベントを開催

二部梁山泊の由来
　いろいろな技能を持った人の集まりとい
う意味で、水滸伝という中国の物語にちな
んでいます。実際、メンバー８名の職業も
さまざま。地域のために何ができるのか知
恵をしぼって活動しています。

　　　　　　　　　　魅力いっぱい！
　歴史と文化があふれる二部地区

■
出
雲
街
道
（
足
羽
家
）

　
江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
路
で
に
ぎ
わ

い
、
そ
の
名
残
が
数
多
く
残
る
。

　たたら製鉄の炉跡や鍛冶場跡など多くの
遺跡が残るほか、国の「どぶろく特区」にも
認定されている。

二部地区ってどんなところ？

写真提供：二部地区活性化推進機構
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●
紙
芝
居
は
、
大
型
紙
芝
居

●
文
と
絵
な
ど
、
す
べ
て
実
行
委
員
の

手
づ
く
り

●
地
域
の
民
話
や
偉
人
な
ど
が
題
材

「
し
ょ
ろ
し
ょ
ろ
ぎ
つ
ね
」「
大
谷
の
さ
わ

カ
ッ
パ
」「
し
ち
山
と
う
げ
の
石
だ
た
み
」

「
大
谷
田
ん
ぼ
」「
バ
バ
ち
ゃ
ん
と
カ
ニ
さ

ん
の
話
」「
澤
春
蔵
氏
も
の
が
た
り
」
な
ど

●
方
言
を
多
用

●
は
じ
ま
り
と
お
わ
り
の
歌
は
自
作

●
観
客
も
一
緒
に
歌
え
る
童
謡
・
唱
歌

を
導
入

　
紙
芝
居
を
見
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
話
も
よ
く
わ
か
る
し
、
楽
し
か
っ
た
」、

地
域
の
方
か
ら
は
「
わ
か
り
や
す
く
、

ス
ー
ッ
と
頭
に
入
る
」「
大
岩
弁
丸
出
し

で
、
親
し
み
を
感
じ
た
」
と
好
評
で
す
！

紙
芝
居
の
特
色

ババちゃんとカニさんの話

は
じ
ま
り
の
歌

〜
は
じ
ま
る
チ
ャ
ッ 

チ
ャ 

チ
ャ 

チ
ャ

は
じ
ま
る
チ
ャ
ッ 

チ
ャ 

チ
ャ 

チ
ャ

こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
岩
美
町
の

バ
バ
ち
ゃ
ん
、
カ
ニ
さ
ん
の
話
だ
よ

バ
バ
ち
ゃ
ん
、
カ
ニ
さ
ん
の
話
だ
よ
〜

魅力を広めるため、あらゆる活動を展開中
　現在は、夏のお盆期間中の山頂大文字点灯や年末
年始の石垣への文字イルミネーション、会員以外も
参加可能な歴史探訪、トレッキング、施設職員や学
芸員等の外部講師を招いての歴史や自然に関する講
演会の開催から山頂周辺、登山道の清掃や整備活動
まで、幅広く活動しています。
　中でも山頂大文字点灯は東日本大震災をきっかけ
に様々な災害の犠牲者への鎮魂の気持ちから始めた
活動で、今年で 10 回目を迎えます。夏場の準備作
業は大変ですが、毎年楽しみにしているという言葉
をもらうことが大きな励みとなっています。また、
綺麗に点灯できた時の達成感は格別で、終わった後
の慰労会も盛り上がります。

コツコツと。続く活動、伝わる思い。
　定期的に登山道や山頂での清掃活動をしていま
す。すれ違う登山者に「ご苦労さま」と声をかけて
もらうことも多く、ささやかでも会の活動がみんな
に喜んでもらえていると強く感じます。

多くの人を巻き込むには、知らせること！
　久松山の魅力を広く知ってもらうため、会のホー
ムページやマスコミを通じた情報発信を積極的に
行っています。その成果もあってか鳥取城攻防懐古
登山マラソンには県外からの参加も増えています。
　現在のホームページはイベント案内や活動報告が
中心ですが、これからは市民にも知られていない登山
ルート、軍用道路を想像させるような地形、以前に
生活道路として使用されていた石畳道など、久松山に
関するさまざまな情報も充実させていく予定です。

今後の目標
　久松山は身近に接することができる、歴史や自然
の魅力にあふれた山です。会を立ち上げた諸先輩の
想いを引き継ぎながら、名山「久松山」の美しさ、
やさしさ、癒しの力をもっと広く、多くの方に知っ
てもらうために、これからも積極的に活動を続けて
いきます。

鳥
取
市久

きゅう

松
しょう

山
ざん

を考える会
寄稿：木

き
村
むら
　昭

あき
彦
ひこ
さん

会長：亀
かめ
屋
や
　至

し
郎
ろう
さん

＜連絡先＞ 090-7120-2458（亀屋さん）
＜発　足＞
鳥取城のお堀端に吉川経家公の銅像が建立されたこ
とがきっかけで発足。久松山が好きだ、魅力をもっ
と広めたい、という有志によって平成６年11月に
発足した。現在67名の会員が、幅広い活動を行っ
ている。

夏の大文字点灯準備に参加したメンバーの集合写真

鳥取城攻防懐古マラソン※

　今後も中世、近世の城郭の知られざる魅力の
再発見にも力を注ぎながら、ホームページを通
じて、久松山に関する会の活動内容や様々な魅
力ある情報を発信していきます。
　久松山に関心がある方は、ぜひご参加くださ
い。お待ちしています。

※雁
かり

金
がね

山
やま

、久松山、本
ほん

陣
じん

山
やま

を走り抜けるマラソン大会。例年６
月頃に開催。令和２年度は新型コロナウイルスの影響を受け
て中止

　久松山を考える会の
　　ホームページはコチラ→
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